
 

53 

4．路線整備の意義・必要性の整理 
（1） 大阪都心部へのアクセス時間短縮、国土軸との結節強化 

箕面市域は、大阪府の市町村の中でも特に大阪市方面の流動が多い地域であり、都心との

結びつきが強い地域である。また、箕面新都心、水と緑の健康都市の開発等に伴い、人口

の定着が着実に進むことから、新たな輸送需要が発生する。これに伴い、都心方面への交

通流動が増加すると予想される 

しかし、箕面市域は、大阪都心から 20km 圏において、鉄道不便地域（自動車での移動

は便利だが、鉄道での移動が不便な地域）の一つとなっている。 

このため、都心方面の交通需要に対して、千里中央までの輸送を路線バスに頼っている状

況である（バスの分担率は約70％）。 

路線整備により、都心部へのアクセス時間は5分～15分程度短縮されると予想され、都

心部との結節強化が図られるとともに、新大阪駅で国土軸である新幹線との結節強化も図

られる。 

 
表 4-1 各駅からの所要時間比較 

乗車時間 その他時間

→地下鉄御堂筋線 梅田 24分 0分 24分

直通（通勤準急） →（直通）→阪急 梅田 30分 0分 30分

石橋乗換 →石橋→（通勤急行）→阪急 梅田 26分 2分 28分

→（直通）→阪急 梅田 32分 0分 32分

→地下鉄御堂筋線 本町 31分 0分 31分

直通（通勤準急）
→（直通）→阪急 梅田→（徒歩）→
地下鉄御堂筋線 梅田→本町

36分 7分 43分

石橋乗換
→石橋→（通勤急行）→阪急 梅田
→（徒歩）→地下鉄御堂筋線 梅田
→本町

32分 9分 41分

→阪急 淡路→地下鉄堺筋線 堺
筋本町→地下鉄中央線 本町

35分 5分 40分

目的地 発駅 ルート

本町 阪急 箕面

    　　　　所要時間

阪急 北千里

阪急 箕面

阪急 北千里

梅田

新箕面

新箕面

 
※新箕面からの所要時間は、北大阪急行千里中央駅からの所要時間に4分を加えて算出した。 

既存駅からの所要時間は駅すぱあとによる 

 

 

図 4-1 北大阪急行線延伸による都心アクセスの所要時間の短縮効果（例） 
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（2） 都心方面への道路交通混雑の緩和や環境負荷の軽減 

新たな開発による人口の増加および国道 423 号バイパスの整備や第二名神の整備によ

り、都心方面の自動車交通量は今後さらに増加すると考えられる。これにより、新御堂筋

などの都心方面へのアクセス道路を中心とした道路混雑の深刻化が予想される。 

2005年 2月 16日に発効した京都議定書では、2008年～2012年に温室効果ガスの

排出量を６％減らすことが義務づけられており、運輸部門においては、特に自家用乗用車

からの排出量の削減が重要な課題となっている。 

新御堂筋と平行した当該路線の整備により、自動車交通の鉄道への転換が図られ、新御堂

筋をはじめとする道路混雑の解消や環境負荷の軽減が期待できる。 

 ■水と緑の健康都市建設事業  
計画人口  9,570 人  
計画戸数  約 2,900 戸  
平成 19 年春一部まち開き予定

■国際文化公園都市建設事業 (彩都)
《箕面市域》  

居住人口：11,000 人  
計画戸数：3,600 戸  
施設人口：4,800 人  

・平成 16 年 4 月西部地区一部まち開
き  

■第二名神自動車道の整備  
・平成 30 年完成予定 

■国道 423 号バイパスの整備  
平成 19 年春暫定 2 車線で
の供用開始予定 

■都市計画道路小野原豊中線の整備
平成 19 年度全線供用開始予定

■小野原西特定土地区画整理事業

計画人口：3,400 人  
換地処分：平成 19 年度  

■箕面新都心整備事業  
計画人口：2,300 人  
平成 15 年 10 月一部まち開き  

都心方面への自動車
交通の増加による道
路混雑の深刻化  

交通量：71,590 台 /24h 
平日混雑度：1.07 

交通量：105,653 台 /24h
平日混雑度：1.17 

交通量：96,213 台 /24h 
平日混雑度：1.10 

交通量：144,362 台 /24h
平日混雑度：1.97 

交通量：127,767 台 /24h
平日混雑度：1.40 

交通量：128,091 台 /24h
平日混雑度：3.25 

新
御
堂
筋
の
現
況
の
混
雑
状
況

鉄 道 へ の 転 換 に よ る

道 路 混 雑 の緩 和 、環

境負荷の軽減  

 
図 4-2 都心方面への交通流動の増加 
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（3） 大阪府内でも極めて高い自家用車依存からの脱却（公共交通指向型のコンパクトなまち

づくり） 

新駅の設置により、駅までの徒歩アクセス圏人口は約2.5万人増加すると考えられる。ま

た、路線整備と合わせて、駅を中心としたバス路線網の再編等、公共交通体系の整備を行

うことにより、自家用車から公共交通への転換が期待できる。 

これにより、箕面市のまちづくりの基本方向である、「環境重視のまちづくり」、「人間

主体のまちづくり」、「新しい都市の魅力を創造するまちづくり」にしたがった、人と環

境にやさしい、公共交通指向の交通体系整備による、コンパクトで高品質なまちづくりに

寄与できるものと考えられる。 

 

 
図 4-3 路線整備による鉄道駅徒歩圏の拡大 
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図 4-4 公共交通指向交通体系整備によるまちづくり 

 

広域交通結節点とし
ての整備 
（拠点性の向上） 

循環型の交通網の
整備（生活軸） 
（新市街地・地域生
活拠点と都市拠点と
の連携強化） 

循環型の交通網の整備
（生活軸） 
（地域生活拠点と都市拠
点との連携強化・中心市
街地活性化） 

北大阪急行線の延伸と、

鉄道駅を中心とした公共

交通主体のコンパクトな

まちづくり

都市拠点（箕面新都心）
と地域生活拠点、新市
街地ゾーンの連携によ
るまちづくり（生活・
交流都市の実現） 

市内循環型の交通網の整備（観光
軸）（点在する観光スポットの連続性
の確保、自家用車利用の削減）→
観光の活性化 

商業・業務核 
（駅設置・新都心との
連携による拠点性の向
上） 

鉄道フィーダー機
能の強化 

鉄道フィーダー機
能の強化 

過度な自動車依存型の
生活形態から脱却し、
公共交通主体の人と環
境に優しい交通体系を
形成
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（4） 北大阪地域の広域交通ネットワークの強化、地域核の形成促進 
かやの中央は、既存の国道 171 号、国道 423 号による南北方向と東西方向の交通軸の

結節点であるとともに、第二名神自動車道や国道 423 号バイパスの整備によって、第二

名神からかやの中央を経由して大阪都心方面と連絡する広域的な交通の軸上に位置するこ

ととなる。 

よって、箕面新都心、水と緑の健康都市の開発等に伴う人口増による新たな輸送需要の発

生等とあいまって、かやの中央は、現在の北摂の地域核である千里中央や、広い商圏をも

つ商業施設等が立地する船場団地とともに大阪圏の拡大新都心（地域核）を形成すること

になる。 

当該路線の整備により、広域的な交通、拠点形成の観点から、大阪の再生・発展を支える

交通ネットワークとして、自動車交通と公共交通による機能的な交通ネットワークの強化

が図られるとともに、まちづくりプロジェクトと連携した地域核の形成促進に寄与するも

のと考えられる。 

 
 

国土軸との結節

国土軸との結節

広域的な交通の軸上
に位置 

千里中央、かやの中
央、船場団地の連携に
よる北大阪の拡大新
都心の形成 

公共交通と自動
車による機能的
な交通ネットワ
ークの強化 

 


